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追

夏

正

予

算

力日
六
千
五
百
七
十
三
万
余
円
ほ
か
口
議
案
を
可
決

報広市津魚(昭和押9月13日)
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正
し
く
通
行
す
る
運
動

人
以
上
で
乗
用
車
に
準
ず
る
ラ
イ
ト

バ
ン
、
戸
ノ

l

パ
ン
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
な
ど
の
貨
物
と
乗
用
の
兼
用
車
は

ト
ラ
ッ

ク
の
税
率
の
ほ
か
に
五
千
円

よ
け
い
に
税
金
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

パ
ス

し、

Jコ

tま

し¥

が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん

な
の
力
で
明
る
い
町
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
の
が
、
こ
の
運
動
の
ね
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
明
る
い
町
づ
く
り
と
し

て
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
期
間
中
、

つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
安
全
日
を
定
め
ま

し
た
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

5
日
と
却
日
は

「
正
し
く
通
行
す
る
日
」

こ
の
日
は
、
「
人
は
右
、
車
は
左
」

の
正
し
い
対
面
交
通
が
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
各
町
内
で
交
通
診
断
を
行

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
地
工
事
お
わ
る

総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
地
工
事
は
、

陸
上
自
衛
隊
員
二

O
人
に
よ
っ
て
、

7

月
中
旬
工
事
に
着
工
以
来
六
十
八
日
間

毘
夜
二
交
替
で
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
よ
そ
三
万
平
方
米
の
整
地
が

で
き
あ
が
り
、
完
成
引
渡
し
式
は

9
月

間
日
本
江
小
学
校
で
関
係
者
が
集
ま
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

寺
田
市
長
と
横
田
第
一

O
混
成
団
本

部
施
設
課
長
の
聞
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
地

完
成
引
渡
し
確
認
書
が
交
換
さ
れ
た
あ

と
、
工
事
に
あ
た

っ
た
第
三

O
ニ
施
設

隊
と
建
設
資
金

一
千
万
円
を
寄
付
さ
れ

た
吉
田
工
業
株
式
会
社
社
長
吉
田
忠
雄

氏
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
、
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
そ
の
あ
と
来
賓
の
祝
辞
等
が
あ

っ
て
式
を
終
え
ま
し
た
。

(
写
真

整

地

が
お
わ
っ
た

グ
ラ

ウ
ン
ド
)

、h
v知お

印
日
は

「
道
路
を
広
く

き
れ
い
に
す
る
日
」

こ
の
日
は
、
通
行
の
さ
ま
た
げ
に
な

っ
て
い
る
庖
舗
の
路
上
張
り
出
し
お
よ

び
資
材
や
ゴ
ミ
箱
な
ど
を
か
た
ず
け
る

よ
う
、
各
町
内
で
物
件
放
置
や
道
路
の

無
許
可
使
用
の
一
掃
を
行
っ
て
道
路
を

広
く
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
道
路
に
自
転
車
を
置
き
っ
ぱ
な

し
に
し
た
り
、
車
庫
を
持
た
な
い
自
動

車
が
道
路
に
の
さ
ば
っ
て
い
て
は
通
る

人
、
通
る
車
の
め
い
わ
く
に
な
り
ま
ず

か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
瞥
察
署
〉

片貝信号所できる
国鉄では北陸線の複線工事とあわせ輸送力の増

強をはかるため、 信号所、交換所の建設を急いで

いましたが、そのーっとして持光寺地内(経団〉

に片貝信号所をつくりました。同信号所には、 52

網が停車できる路線〈有効延長460米〉と継電器
室がつくられ、信号手を配置しないで、 2キロ離
れた魚津駅で、遠隔操作できる仕組みとなってお

り、 10月からのダイヤ改Eとともに使用されるこ
とになっております。

(写真 魚津駅で操作する片員無人信号所〉

と
こ
ろ

審

査
肉

牛
せ
り
市

賞
状
授
与
式 午
後
1
時
よ
り

午
後

3
時

旬

月

の

住

民

検

診

住
民
検
診
(
レ
ン
ト
ゲ

ン
結
核
診
断
)
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

近
く
の
場
所
で
一
人
残

ら
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

マ
経
団
校
下

2
日

得

照

寺

前
日
・

ω
t後
4

3
日

経

団

連

絡

所

後

1
1後
8

5
日

裏

方

の

湯

前

日

-mt後
4

げ

日

江

口

倉

庫

。

同

日

持

光

寺

h
q

マ
上
中
島
校
下

6
日

下

椿

前

m
t後
4

初

日

有

山

i
連
絡
所

t
川
原

前
叩
・

ω
i後
3
・叩

マ
村
木
校
下

9
日
村
木
小
学
校

日
日
北
電
前
広
場

マ
道
下
校
下

叩
日
道
下
保
育
園

口
日
紀
念
社
宅

日
日

青
島
保
育
園

日
日
道
下
小
学
校

マ
本
江
校
下

加
日
志
村
の
湯
前
日
・

ω
l後
4

n日
常

徳

寺

h
q

Mm
日

本

江

小

学
校

前

m
t後
4

初

日

文

化

町

会

舘

後

5
t後
8

マ
天
神
校
下

四
日
天
神
小
学
校

E
午

t
後
3

マ
松
倉
校
下

幻
自
坪
野
分
校

t
稗
畠

t
室
田

前
日

-
m
t後
3
・m

正
午

t
後
8

前

m
l後
4

/! //・グ前

10 

後
4 

マ
住
吉
校
下

引

日

宮

津

t
慶
野

i
住
吉
前
日
時
か
ら

盲

目

せ

き

予

防

注

射

・
フ
テ
リ
ヤ

百
日
せ
き
、

ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
定
期
予

防
注
射
を
校
下
別
に
行
い
ま
す
。

マ
該
当
者

・
一
期
日
お
年
7
月
1
日
か
ら
お
年
6

月
初
日
ま
で
の
出
生
児

.
二
期
H

昨
年
三
回
予
防
注
射
し
た
者

.一
一一期
日
訂
年
度
入
学
児
童

・
四
期

H
U
年
度
卒
業
児
童

・
な
お
一
般
の
方
で
希
望
が
あ
れ
ば
、

追
加
免
疫
と
し
て
一
回
接
種
で
き
ま

す
。

マ
方
法
一
期
該
当
者
は
三
週
間
ご
と
に
三
回

皮
下
に
注
射
。
ニ
ー
四
期
該
当
者
は

一
回
注
射
。

マ
料
金
、
一
回
に
つ
い
て
五

O
円。

ハ

校

下

)

一

回

ニ

回

三

回

片
員
四
月
5
日
目
月
お
日
日
月
刊
日

大
町

9
日

初

日

加

日

天
神

グ

グ

グ

加

積

叩

日

引

日

引

日

西

布

施

。

h
q

h
q

第
四
回
正
し
く
通
行
す
る
運
動
は
、

叩
月

1
日
か
ら
一
ヶ
月
間
、
県
下
一
せ

い
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
第

一
回
は
昨
年
の
5
月

に
、
第
二
回
は
叩
月
、
そ
し
て
第
三
回

は
本
年
5
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

幸

い
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
を
え
て
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

最
近
自
動
車
の
急
激

9
月
定
例
市
議

支
出
の
お
も
な
も
の
と
し
て
、
本
江

事
業
に
と
も
な
う
保
留
地
の
土
地
売
払

一
な
増
加
と
道
路
交
通
事
情
の
複
雑
化
に

は
、
去
る
幻
日
内
に
建
設
中
の
消
防
庁
舎
の
第
二
期
代
金
を
財
源
と
し
て
、
墓
地
移
転
事
業

一
つ
れ
て
、
交
通
事
故
は
日
を
追
っ
て
増

に
召
集
さ
れ
、
財
工
事
費
と
し
て
五
九
六
万
円
、
防
火
水
に
あ
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
え
る
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
し
た

政
再
建
計
画
の
変
槽
新
設
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
一
一

マ
:
市
道
路
占
用
条
例
の
設
定
に
つ
い

一
が
っ
て
道
路
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人

更
、
追
加
更
正
予

O
万
円
、
食
糧
統
計
事
務
所
建
設
取
付
て
は
、
市
が
管
現
す
る
道
路
を
占
用
す

一

I

l

-
-
I
l
l
i
t
--

-

-

-

算
等
十
一
議
案
、
道
路
に
一
五

O
万
円
、
経
団
漁
港
の
突
る
者
が
納
入
す
べ
き
占
用
料
の
額
お
よ

J
Y-
E
E
E
B
E
E6

2
E
E

報
告
ニ
件
、
諮
問
提
の
積
上
げ
お
よ
び
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

び
徴
収
の
方
法
等
を
き
め
て
い
ま
す
。

一
人
ふ

冨
園
田
醐
闘
機
幽
関
岨

圃

・

二
件
に

つ
い
て
提
五
三
三
万
円
、

雪
水
害
に
よ
る
道
路
・
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
月
額
は
、

一
一
い
J
聞
髄
闇
闇
摺
欄
鰯
醐
盤
圃
圃
・
・

案
理
由
の
説
明
が
河
川
・
橋
梁
修
築
費
に
六
二
六
万
円
、
広
告
塔
二
五

O
円
(
直
径
一
米
、
高
さ

一
…

fh
・
藩
閥
醐
関
説
臨
醜
聞
脳
阻
圃
圃
一

あ
り
、

審
議
の
結
都
市
計
画
の
街
路
築
造
お
よ
び
移
転
補
四
米
未
満
〉
五

O
O円
(
直
径

一
米
二

心
胤
醐
鰯
削
闘
関
悩
踊
機
関
醐
園
圃
圃
-

果
、
い
ず
れ
も
原

償
等
に
一
四
六
五
万
円
計
上
し
ま
し
た
高
さ
四
米
以
上
)
ア
ー
チ
五

O
O円
一
戸

，¥

閉
麟
醐
醐
醸
儲
総
磯
欄
幽
圃
圃
圃
圃

案
ど
お
り
可
決
し
教
育
関
係
と
し
て
は
、
小
中
学
校
理

露
庖
一

0
0円
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
電

一
…

'

歯

車

種

欝

薗

圃

ま

し

た

。

科

教

材

費

三

四

O
万
円
、
図
書
舘
の
書
柱
、

看
板
、
広
告
板
等
に
つ
い
て
料
金

二

幽
閉
麟
醐
醐
闇
翻
醐
癒
織
幽
闇
圃
圃
園

そ
の
あ
と
、
任
期
切
れ
の
教
育
委
員

庫
築
造
お
よ
び
器
具
費
に
二
三
三
万
円
を
き
め
、
料
金
は
前
納
し
な
け
れ
ば
な

て

川幽
田
園
圃
闇
臨
醐
蹴
掴
嬢
麟
醐
幽
・
・

山
本
允
彦
氏
の
再
任
に
同
意
、
ま
た
選
経
団
地
内
に
建
て
ら
れ
る
工
業
高
校
の
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

…
幽
圃
組
圃
額
欄
翻
舗
融
機
組
圃
圃
・
・

挙
管
理
委
員
四
人
と
同
補
充
員
四
人
の
建
設
費

て

一

三

O
万
円
(
う
ち
建
設
。
教
育
委

員

一

幽
閉
幽
闇
轍
醸
麟
蝉
繍
轍
醗
幽
圃
・
圃

選
挙
と
農
業
委
員
会
委
員
本
田
正
信
氏
費
負
担
金
七
六
一
万
円
〉
が
計
上
し
、
山
本
允
彦
(
六
一
立
山
町
)

一

幽
閉
磁
醐
鱒
鱗
翻
鱒
脳
鱒
錨
醐
園
圃
圃

の
辞
任
に
と
も
な
う
後
任
者
を
次
の
と
ま
た
市
営
住
宅
建
設
費
一
五
一
万
円
、

O
選
挙
管
理
委
員

一

一副

罷

岡

龍

鱗

闘
機
織
機
関

輔

薗

お
り
き
め
ま
し
た
。

魚
津
漁
協
共
同
荷
さ
ば
き
所
建
設
補
助
大
崎
甚
之
亙
(
六
九
北
鬼
江
〉

一

猶
幽
閉
幽
闇
鰯
織
機
開
線
機
織
麟
翻
幽
園

緊
急
動
議
と
し
て
核
実
験
禁
止
に
関
金
一
一
一
一
四
万
円
、
小
団
地
開
発
整
備
事

大
沢
政
平
(
四
八
大
沢
)

一

闘

臨

機

織

欝

畿

麟

饗

欝

す
る
意
見
書
が
大
久
保
議
員
よ
り
提
出

業
等
補

助

金

二

七

万

円

、

雪

水

害

に

山

口

勝

夫

(
五
三
住
吉
)

一
…
・
幽
閉
園
鰯
織
機
機
織
機
灘
腿
概
闘
輔

さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

よ
る
道
路
・
用
水
の
農
林
災
害
復
旧
費
瓜
生

玄
雄
(
五
五

寺
町
〉

一
れ
に
J
圃
副
闘
機
織
勝
機
騒
麟
麟
繍
繍
脳
懇

マ
:
・
追
加
更
正
予
算
は
六
、
五
七
三
万

二

四

O
万
円
、
産
業
文
化
会
舘
建
設
費
同
補
充
員

一
明
ふ

i闘
機
線
機
警
護

畿
圏
臨

八
千
余
円
で
、
収
入
で
は
市
税
四
、
六
二

O
O万
円
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
板
井
久
次
郎
(
六
六

馬
出
町
)

一
ア
ピ
幽
鯛
緬
鯛
綴
織
鱗
鰍
鱗
繊
鱒
鱗
醐
圃
圃

三
五
万
円
、

国
庫
補
助
金
一
、
七
六
三

マ
・
:
土
地
区
画
整
理

費

に

特

別

会

計

を

魚

住

一

雄

ハ

五

四

諏

訪
町
)

一
L
子
、
闘
欄
錨
期
務
機
線
機
麟
醐
麟
幽
圃
圃

万
円
、
市
債
一
、
四
九

O
万
円
等
を
計
設
け
、
そ
の
歳
入
歳

出

予

算

で

は

三

堀

川

伊

吉

(
六
七
上
村
木
町
)一

関

v

人

織

機
謬

議

醗

闘

圃

上
し
ま
し
た
。

六
万
円
を
計
上
し
、
こ
れ
は
火
災
復
興
永
田

久
直

ハ

五

八

舛

田

〉

-

際

幽

醸

機
繍
機
機
鋒
澱
幽
闘
圃
圃
・
・
・

j
o農
業
委
員

一

E圃
園
開
畿

藤

臨
画
・
・
・
・
・

皇
太
子
ご
夫
妻
何
回
に
ご
来
市
…
宮

崎
凶
一
一
日
一
同

L州
1
1
!
ぺ
1
1
1
1

自
動
車
を
も
っ
て
い
る
人
に
は
自
動

三
千
円
(
二
十
ト
ン
相
当
)
・ま
で
と

皇
大
子
殿
下
、

美
智
子
妃
殿
下
ご
夫
妻
は
富
山
ヘ

a
B
E
E
F

…
車
税
が
か
か
り
ま
す
。
こ
ん
ど
こ
の
自

な
り
ま
し
た
o

-K
品
幽
.

.

 

，F
県
内
を
昨
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
り
ご
視
察
さ
れ

品
邑

E
E濁
酒

圃

E

V

~

動

車

税

の

税

率
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
・
今
ま
で
タ
ン

ナ
車
は
、
特
積
用
途
車

h¥・
ヨ

週

温
'
こ
と
に
な
り
、
何
回
に
は
当
市
の
水
族
舘
、
埋
・

-

開

綴

駿

繍

閉
が

没
林
舘
へ
お
出
こ
£
り
ま
す
。
市
内
で
の
道
順
は
「
し
た
。
改
正
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

主

と

し

て

別

に

取

扱

っ
て
い
ま
し
た
が

J

聞

協

勝

機

線

機

次

の

と

お

り

で

お

、

く

わ

し

い

こ

と

に

つ

い

て

…

り

で

す

。

ト

ラ

ッ
ク
と
同
じ
税
率
引
含
め
ら
れ

/J
a
-
-癒
織
ら

い¥

は

広

報

特

集

号

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

~

ト

ラ

ッ

ク

る

こ

と

に

な

り

ま

L
丈ー

日ト…一週

箔

繍

γ
市

川

月

日

日

(

日

)

山

・

今

ま

で

営

業
用
と
自
家
用
を
区
別
し
・
ト
ラ
ッ

ク
の
中
で
も
乗
車
定
員
が
四

語
れ
れ
制
措
日
…
品時
間
隔
川
ト
闘
い
れ
明
性
M
U
州
川
間
れ
れ
自
動
車
税
の

島
陰
?
?-nJ~'
開
時
い
l

閣
時
間
臨
む
問
問
制
γ
問
一
ド
開
局
訪
れ
じ
改
正
の
あ
ら
ま
し

島

明

繍

機

総
ぬ
伊

十

字

路

右

折

|

田

方

町

l
魚
津
温
泉
前
十
字
路
い
は
一
万
六
千
円
、
四
ト
ン
以

-

J~V
関

隊

脳
盤

右
折
|
水
族
舘
着

ハ

m
・

0
水
族
館
発
ハ
1

…
下
の
も
の
は
一
ト
ン
減
る
ご
と
に

鋪

聞

膨

蹴

関

陣

標

悶

・

8
〉
|
水
道
蘇
前
|
埋
没
林
舘
着

(
日
・
川
~
二
千
五
百
円
安
く
な
り
ま
す
。
五
ト

剖

週

遡

灘

瀦

溜

司

〉

埋

没

林

舘

発

行

-
g
l漁
業
協
同
組
合
川
ン
以
上
八
ト
ン
ま
で
の
も
の
は
一
ト

と

一

-f
h

前
左
折

l
村
木
十
字
路
右
折
|
中
央
通
り
十
字
{
ン
を
増
す
ご
と
に
三
千
円
ず
つ
高
く

ゅ
ん
り
ま
す
。
八
ト
ン
以
上
の
自
動
車

路
左
折

l
金
屋
踏
切

l
新
金
屋
町

l
上
村
木
十

m.

は
一
ト
ン
を
増
す
ご
と
に
四
千
円
を

字
路

l
魚
津
高
校

l
片
員
橋
↓
宇
奈
月
へ

‘、
i
・
e-l
・
c

・-
2
・1

・・
C
・E
・
-
~
加
算
し
た
額
と
な
り
、
最
高
は
七
万

か上の自り営 三すは型 特ニ貸八千四
かのも 動 、業こ輪。四四広殊万切十円十パ
りもの 車 乗用れの 千輪告用八用人、人ス
まのはは用とも小 六 車宣途千は 乗 六かに
すは四 最車 自前型 百は伝車五五り十らも
。六 千大 は家の自 円九用 百 万に人五税
千 二 積 四用ト動 の千自 円ーな 乗 十 金
円百載 千のラ車 税円動 で千りり人が
の円 量 六区 ツ 金 、車 す円まで 乗 か
白、一百別ク が小と 。、す三りか
動ート円がと か 型 し そと 万 はり
車 トン、な 向 か三て の、六三ま
税ン以貨くじ り輪、 他観千万す
が以下物なに ま車 小 は 光 円ー。

と第 ;

き奇 (
午家 10墾 :
前畜月 CE
9市 12.!!!. 
時場自家

~"畜 :
11釈生
時 迦否
半 堂 1阜 j

v A. 
Zコ1;

上

野

方

叩

目

別

日

U
月
引
日

松
倉

日
日

U
月
1
日

辺

日

本

江

口

日

2
目

。

経
団

h

q

h

q

h

q

村

木

日

日

6
日

幻

自

白
倉

h

q

2

日

Mm
日

上
中
島

問

目

。

。

住
吉

h

q

h

q

h

q

道

下

げ

日

7
日

m
A
日

場
所
は
い
ず
れ
も
小
学
校
で
、
時
間

は
午
後

1
時
か
ら
3
時
ま
で
で
す
。

図

書

舘
1
日
か
ら
臨
時
休
舘

木
江
地
内
に
建
設
中
の
新
図
書
館
は

叩
月
中
旬
に
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
移
転
準
備
や
図
書
整
.

備
の
た
め
、

1
日
か
ら
臨
時
休
館
し
、

図
書
の
貸
出
し
も
中
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
貸
出
し
し
た
図
書

の
返
納
は
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
新
図
書
館
の
開
舘
は
、
叩
月
末

の
予
定
で
、
こ
の
間
、
み
な
さ
ん
に
大

へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

第
二
回
目
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
ら
犬
を
お
持

ち
の
方
は
、
も
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ

な
お
犬
を
お
持
ち
の
方
で
登
録
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
各
場
所
で
受
付
け

し
ま
す
か
ら
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
射
料
金
は
一
頭
に
つ
き
一
一
一
一

O
円、

登
録
料
金
は
三
O
O円
で
す
。

問
月
3
日
H
魚
津
保
健
所
前
(
前

9
・

ω
t後
4
)

4
日
H
松
倉
連
絡
所
前
(
前
9
・
叩

i

正
午
〉
北
山
池
上
宅
前
(
後

2
1

4
〉

5
日
日
西
布
施
連
絡
所
前
(
前
9
・
叩

ー
正
午
)
天
神
連
絡
所
前
(
後

2
t

4
)
 

6
日
H
加
積
農
協
前
(
前

9
・
ω
t正

午
)
片
貝
連
絡
所
前
(
後

2
i
4〉

9
日
H
上
野
方
農
協
前
(
前

9
・
ω
l

正
午
〉

日
日
日
経
団
連
絡
所
前
(
前

9
・
叩

t

後
1
V
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
青
島
社
宅

会
舘
前
(
後
2
i
4
)

ロ
日

H
日
本
カ
ー

バ
イ
ド
記
念
社
宅
親

和
会
館
前
(
前

9
-
m
t後
1
)

上
村
木
公
民
舘
前
(
後

2
J
4〉

日
日
H
下
中
島
農
協
前
(
前

9
-
m
t

正
午
)
一
二
ゲ
亀
沢
宅
前
(
後

1
t

4
)
 

日
日
日
市
役
所
前
(
前

9
・初

t
後

4
)

広
報
は
2
日
に
市
役
所
を
発
送
…

し
ま
じ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
配
一

布
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



(2) 

国

民

年

金

の

検
認
は
必
ら
ず
受
け
よ
う

(昭和問月13日)
第3種郵便物認可

l
A
、不

幸

4
月
か
ら
、
発
足
し
た
拠
出
制
国
民
年
金
、
山
月
は
第
二
期
の
検
認
の

月
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
内
容
を
充
実
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
働
け
る
聞
に
掛
金
を

納
め
、
不
幸
(
障
害
、
母
子
)
や
老
令
に
な
っ
た
場
合
、
年
金
を
受
け
と
る

と
い
う
こ
の
制
度
を
お
互
の
協
力
に
よ
っ
て
育
て
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

報
マ
・:
事
故
の
中
で
最
近
め
だ
っ
て
多
い

の
は
交
通
一事
故
、
大
都
市
の
車
の
混
雑

ぶ
り
怯
也
界
第

一
だ
そ
う
で
す
が
、
大

都
市
で
な
く
と
も
、
い
つ
車
に
命
を
と

ら
れ
る
か
、
恐
々
と
し
た
毎
日
を
す
ご

し
て
い
る
状
態
で
す
。

一
瞬
の
事
故
に
よ
っ
て
一
生
を
障
害

者
で
暮
す
と
か
、
一
家
の
大
黒
柱
を
失

な
い
、

小
さ
い
子
供
を
抱
え
て
ト
ホ
ウ

に
暮
れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

マ
:
・国
民
年
金
は
こ
ん
な
と
き
に
大
き

く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
入
っ
て
お
り
掛
金
を
し
て

い
る
と
、
事
故
に
あ
っ
て
障
害
者
に
な

っ
た
り
、
母
子
状
態
に
な
っ
た
り
し
た

と
き
、
そ
の
日
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て

年
金
が
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。魚
津
市
内
で
も
、
こ
の

4
月
か
ら
こ

ん
な
方
が
四
人
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い

み
ん
な
年
金
に
加
入
し
、
掛
金
を
し
て

お
ら
れ
た
の
で
年
金
を
も
ら
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
と
反
対
に
国
民
年
金
に
入
っ
て

お
ら
れ
な
い
方
は
、
年
金
は
も
ら
え
な

い
の
は
当
然
で
す
。

「
後
悔
先
に
立
た

ず
」
と
い
わ
れ
る
言
葉
が
し
み
じ
み
と

身
に
し
み
る
の
も
こ
ん
な
と
き
で
す
。

広市員津魚昭和36年 10月 1日発行

印
紙
を
は
っ
た

だ
け
で
は
ダ
メ

(第180号)

V
:・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
手
帳
を
も

ら
っ
て
も
納
め
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
納
め
方
は
満
三
十
五
才
未
満
は
月
百

円
、
満
三
十
五
才
以
上
は
月
百
五
十
円

の
年
金
印
紙
を
市
役
所
や
農
協
で
買
っ

て
手
帳
に
は
り
、
市
役
所
年
金
係
ま
た

は
連
絡
所
で
検
認
を
受
'け
ま
す
。
検
認

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
γ

マ
:
・国
民
年
金
印
紙
は
手
帳
に
は
っ

た

J
d司

だ
け
で
掛
金
を
じ
た
と
と
に
な
り
ま
せ

ん
。
三
ヶ
月
v
ド
一
度
検
‘認
と
い
っ
て
印

紙
に
消
印
・控
除

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ミ

，

ar
a--'J

九

そ

の
湖
掬
府
7

-

A

叱
、トf
・6
.月
分
ば
z・
7
月
末
ま
で

そ

な

え

ょにまいて検まがさ金さマいと
うしす。く認とあれをん :まな 110 7 
0 な。 そだをめれる世や区すっ~ ~ ~ 
い 印 うさ 受 てば 方話年長。て 312 9 
よ紙で診開明句作!務総主総滋 ~~i~1~~~ømll~~5ω〆 月月月

よZ示機懇機級交l必j玄議長 ZZZ 
ずつ場
検か合
ZEくは
をは個
受つ人
けてで
ま無受
し駄け

(
写
真

検
認
さ
れ
た
手
帳
)

&訳Z Lー.r:

運動会さかん
市内の小中学校の運動会は、いまさかんに行
われています。生徒たちはすみきった秋空の
下、のびのびとたのしい一日をすごしていま
す。運動会の日割は次のとおり。

!日=木江小

3日二大町、西布施小
4日=経回、片貝、白倉小
5日=上中島小
6日=松倉、天神小
8日=加積、住吉小
(写真活躍する女子応援団〉

今

年

の

木

炭

事

情

入

手

不

足

で

滅

産

傾

向

家
庭
燃
料
の
王
座
で
あ
っ
た
木
炭
も

電
気
、
ガ
ス
に
押
さ
れ
て
、
そ
の
消
費

は
年
々
し
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
お
年
度

の
消
費
量
を
み
る
と
一
五
三
万
俵
で
引
け

年
度
よ
り
八
万
俵
増
え
て
お
り
ま
す
。

原
因
は
積
雪
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

県
外
か
ら
移
入
す
る
木
炭
は
現
在
順

調
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
山
元

生
産
状
況
は
、
所
得
倍
増
ム
1
ド
に
あ

お
ら
れ
て
か
、

炭
焼
き
以
外
に
現
金
収

入
の
道
を
求
め
る
出
稼
ぎ
組
の
増
加
で

人
手
不
足
と
な
り
、
生
産
が
少
な
く
な

回翠富田
宅
宅

A
寸
ま
で

住
住

約

五

五

O
戸
建
つ

営

譲

市

分
③
 

住市

宅営

29 

31 

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

8
月
末
の
生

産
は
昨
年
の
8
月
末
に
く
ら
べ
て
一

五

%
減
っ
て
お
り
、
価
格
は
黒
炭
(
な
ら
〉

一
級
五
九

O
円
と
昨
年
の
最
高
価
格
と

同
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
炭
と
せ
り

合
っ
て
い
る
煉
炭
も

9
月
か
ら
値
上
り

し
て
い
ま
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
木
炭
の

値
が
下
が
る
よ
う
な
状
態
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
木
県
の
木
炭
生
産
は

9
i
H

月
に
集
中
さ
れ
今
後
に
期
待
さ
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
余
り
望
め
な
い
の

が
現
状
で
す
。
し
か
し
生
産
県
の
木
炭

事
情
は
好
転
し
て
い
ま
ず
か
ら
品
不
足

市
営
住
宅
は
、
市
が
建
て
希
望
者
に

入
居
さ
ぜ
る
志
の
で
、
現
在
申
込
者
が
白

多
く
抽
せ
ん
に
よ
っ
て
入
居
者
を
決
め
一

て
い
る
現
況
で
す
。

明

今
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
市
営
住
宅
は

五
三
七
戸
と
な
り
、
入
居
世
帯
五
三
七

人
員
は
一
一、
一
一
一
一

O
人
と
な
っ
て
お
り

こ
れ
は
市
の
全
世
帯
数
の
五

・
五
%
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
吉
島
地
内
に
二

O

戸
が
建
設
中
で
す
。

家
賃
は
建
設
費
等
に
よ
っ
て
算
定
さ

れ
ま
す
が
、
現
在
は
、

木
造
平
家
建
九

O
O
円

t
一
、
七

O
O円
、
簡
易
耐
火

平
家
建
て
一

O
O円
、
同
二
階
建
二

、

一
O
O円
、
特
殊
耐
火
二
階
建
二
、
ニ

O
O円
で
、
家
賃
は
入
居
者
が
毎
月
市

金
庫
へ
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
年
間
総
額
は
約
六
五

O
万
円
で
す

年
度
別
の
建
設
牧
況
は
上
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分

譲

住

宅

.

一
方
分
譲
住
宅
は
、
市
が
閑
静
な
郊

外
に
住
宅
を
建
て
希
望
者
に
分
譲
す
る

も
の
で
、

一
度
に
建
設
資
金
を
出
さ
ず

に
十
数
年
で
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
る

便
利
さ
が
買
わ
れ
て
、
利
用
も
多

い
よ

う
で
す
。

(
頭
金
は
全
納

γ
・

現
在
ま
で
建
設
さ
枠
た
も
の
肉
、

国
を
家
庭
を
明
る
く
築
く

郵

便

貯

蓄

増

強

運

動

み
な
さ
ま
か
ら
お
預
り
し
て
お
り
ま

す
郵
便
貯
金
は
、
現
在
一
兆

一
千
三
百

億
円
と
い
う
大
き
な
額
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
郵
便
貯
金
が
こ
ん
な
大
き
な
額
に
な

り
ま
し
た
の
は
、
便
利
で
安
全
し
か
も

有
利
と
い
う
郵
便
貯
金
の
三
つ
の
特
長

に
よ
っ
て
全
国
の
み
な
さ
ま
か
ら
親
し

ま
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い
た
結
果
で

す。
と
い
う
心
配
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
長
い
間
藁

俵
や
萱
俵
に
入
れ
て
販
売
し
て
い
た
木

炭
も
昭
和
幻
年
度
か
ら
は
、
切
炭
と
し

て
紙
袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
販
売

す
る
よ
う
木
炭
価
格
が
改
正
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
今
ま

で
の
生
産
者
本
位
と
い
わ
れ
た
木
炭
規

格
を
消
費
規
柏
に
改
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
、

生
産
者
と
し
て
は
徳
川
時
代
か

ら
の
生
産
様
式
を
大
改
革
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
今
年
は
紙

袋
七

・
五
k

g
入
の
も
の
を
十
三
万
袋

生
産
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
消
費

者
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

マ
昭
和
初
年
度
H
上
村
木

(
木
造
平
家

建
)

一
O
一戸

マ
引
年
度
リ
吉
島
(

h

ゲ
)
五
戸

マ
ロ
年
度
日
住
吉

(
グ
〉
一
五
戸

マ
お
年
度
H
吉

島

(
グ
)
一

O
戸

こ
の
ほ
か
今
年
度
は
吉
島
に
一

O
戸

(
一
四

・
五
坪
)
を
七
七

O
万
円
で
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
写
真
整
然
と
建
ち
な
ら
ん
だ

吉
島
団
地
〉

大
切
な
み
な
さ
ま
の
お
金
を
よ
り
有

意
義
に
使

っ
て
、
み
な
さ
ま
の
ご
愛
顧

に
酬
い
る
た
め
こ
の
お
金
を
国
で
は
大

蔵
省
資
金
運
用
部
と
い
う
と
こ
ろ
を
通

し
て
都
道
府
県
や
市
町
村
、
公
庫
、
公

団
な
ど
に
貸
し
出
し
て
み
な
さ
ま
の
町

や
村
を
住
み
よ
く
、
そ
し
て
美
し
く
す

る
た
め
に
使
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
や
病
院
、
住
宅
、
道
路
の
建
設

に
ま
た
、
農
漁
村
の
方
が
た
の
た
め
に

は
農
林
漁
業
金
融
公
庫
に
貸
し
出
さ
れ

て
農
漁
村
の
発
展
の
た
め
に
役
立
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
電
力
、
石
炭
、

鉄
鋼
、
海
運
な
ど
日
本
経
済
の
土
台
と

な
る
産
業
を
お
こ
す
た
め
に
も
使
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
郵
便
貯
金
は
み
な
さ
ま

の
ご
家
庭
を
明
る
く
豊
か
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
み
な
さ
ま
の
町
や
村
を
住
み

よ
く
美
し
く
す
る
た
め
に
も
大
へ
ん
役

立
っ
て
い
る
の
で
す
。

叩
月
引
日
ま
で
は
「
国
を
家
庭
を
明

る
く
築
く
郵
便
貯
蓄
運
動
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
全
戸
洩
れ

な
く
郵
便
貯
金
に
ご
加
入
く
だ
さ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。
ハ
魚
津
郵
便
局
)

役4
句犬

「
貯
金
し
ろ
っ
て

い
っ
て
い
る
の
で
す
よ
」

第

回

美

術

展

参
加
者
は
幻
日
ま
で
申
込
み
を

別
の
事
由
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
期

日
ま
で
に
引
取
り
な
い
も
の
は
市
に

お
い
て
処
分
す
る
こ
と
が
あ
る
。

マ
表
彰

・一

般
の
部
H
市
長
賞

(
七
点
以
内
)

会
長
賞
(
七
点
以
内
〉
協
賛
賞

・
小
中
高
校
生
の
部
H
市
長
賞

(
三
点

以
内
)

会
長
賞
。
ニ
点
以
内
)

第
一
回
市
美
術
展
は
日
月
4
日、

5

日
の
二
日
間
、
村
木
小
学
校
で
行
い
ま

す
。
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

マ
範
囲
H
出
品
者
は
本
市
在
住
者
お
よ

び
出
身
者
で
、
次
の
区
分
に
よ
る
。

マ

一
般
の
部

一
部
日
日
本
画
二
部
日
洋
画
(
油

絵
、
水
彩
絵
、
版
画
〉

三
部
H
彫

刻

四

部

H
工

芸

五

部

H
書
道

六
部
日
写
真
七
部
H
華
道

マ
小
中
高
校
生
の
部

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
た

一
部
H
図
画

二
部
H
書
道

三

部

め

、

魚

津

市

青
少
年
問
題
協
議
会
と
県

H
工

芸

四

部

日
写
真

が
協
力
し
て
、
日
月

4
、

5
日
、
村
木

マ

点

数

日

一

人

三

点

以

内

小

学

校

で

市

美

術

展

に

あ

わ

せ

て

青

少

マ
規
格
日
日
本
画

・
洋
画
は
額
を
含
め
一

て
巾
二
米
以
内
。
彫
刻

・
工
芸
は
制

一

…
国

…
保

…
だ

…
よ

…
り

…

限
な
し
。
書
は
額
ま
た
は
枠
張
で
巾

一

一

一
4
1
・

三
米
以
内
。
写
真
は
組
写
真
を
除
外

一

保
険
税
の
滞
納
者
に
お
し
ら
せ

し
四
ツ
切
以
上
、
カ
ラ

ー
は
プ
リ
ン

一一

国
民
健
康
保
険
事
業
を
順
調
に
す
す

ト
と
し
六
ツ
切
以
上。

ハ
い
ず
れ
も

一

'

一
め
る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
の
み
な
さ

台
紙
に
は
ら
な
い
こ
と
)

‘
一
ん
方
が
保
険
税
を
滞
納
さ
れ
る
こ
と
な

マ
出
品
申
込
み

H
所
定
の
出
品
目
録
に

一
く
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
か
ね
ば

よ
っ
て
叩
月
幻
日
ま
で
教
育
委
員
会

一
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
税
を
滞
納
し
ま
す

へ
申
込
む
こ
と
。

一
と
医
師
へ
の
支
払
い
も
で
き
ず
せ
っ
か

マ
搬
入
H
出
品
作
品
は
所
定
の
出
品
票

一
く
よ
い
制
度
も
不
完
全
な
も
の
と
な
り

を
は
り
、
日
月

3
日
午
前

9
時
か
ら

一
ま
す
c

一

保
険
税
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
と
次

正
午
ま
で
に
村
木
小
学
校
講
堂
へ
搬

一一
の
日
割
で
面
接
し
、
滞
納
の
事
情
を
お

入
す
る
。

一聴
き
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
か
ら
必
ら

マ
搬
出
H
出
品
作
品
は
入
選
、
選
外
を
一
ず
指
定
の
場
所
へ
お

い
で
ペ
だ
さ
い
。

と
わ
ず
日
月

5
日
午
後

4
時
か
ら

5
?
な
お
}
部
の
方
に
は
不
本
意
な
が
ら
面

時
ま
で
に
搬
出
す
る
も
の
と
し
バ
特
一
接
を
し
な
い
で
♂差
押
処
分
を
す
る
予
定

青
少
年
展
を
ひ
ら
き
ま
す

私
た
ち
が
生
活
年
間
に
四

O
O万
戸
の
建
設
を
予
定

す
る
上
に
欠
く
こ
し
、
そ
の
チ
ち
政
府
施
策
住
宅
は
ニ
ハ

と
の
で
き
な
い
住

O
万
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
公

宅
は
、
全
国
で
約
営
住
宅
、
改
良
、
公
庫
、
公
団
住
宅
な

三

O
O万
戸
が
不
足
し
て
い
る
と
い
わ
ど
に
よ
っ
て
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の

れ
て
い
ま
す
。

(
昭
和
初
年

4
月

現

在

で

す
。

調
、
こ
れ
は
高
い
水
準
の
算

定

で

従

来

市

内

の
住
宅
建
設
状
況
は
、
大
火
の

と
っ
て
き
た
低
い
水
準
の
住
宅
不
足
数
あ
と
め
ざ
ま
し
い
建
築
ぶ
り
を
し
め
し

は
一
八

O
万

戸

と

な

る

。

)

近

代

住

宅

が

ぞ

く

ぞ

く

建

て

ら

れ

て

い

国
の
住
宅
建
設
計
画
に
よ
り
ま
す
と
ま
す
。
し
か
し
住
宅
の
不
足
は
ま
だ
相

昭
和
初
年
度
か
ら
昭
和
何
年
度
ま
で
一
当
に
あ
り
、
市
で
は
国
の
施
策
と
相
ま

0
ヶ
年
間
に
一

0
0
0
万
戸
の
住
宅
を
っ
て
極
力
建
設
す
る
よ
う
計
画
を
た
て

建
設
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
こ
こ
五
て
お
り
ま
す
。
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厩
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=戸
川
一
4
4
一
川

一
川
泊

一
2
円

一
同

一
同
日
mM乃
%

一
%

一
一同

一

回

一

報

酬

子

一
町
島

一
島

一
鳥
寺

一
馬
ケ

一
寺

一
鳥
谷
寺
田
道

一
中

王

手コ

一造
旬

一
方

一

一
.
一

伝

一

ー

一
伝

一

ツ
壬
川

一

一

品目

一木
{
一
回

一
階
青

一
背

一
青
平

一
育
一
三

.平

一
晋
四
.
大
小
よ

H
r同
一

計
一平
7
7
7
7
一
一切一

一号
一

寄

付

金

六

O
、

0
0
0円
北
日
本
新
聞
社

(
シ
パ
タ
サ

ー
カ
ス
公
演
記
念
〉

=o、
0
0
0円
友

道

杉

野

林

平

(
亡
父
母
六

O
回
忌
志
と
し
て
)

六、

0
0
0円
匿

名

玉、

0
0
0円
印

田

宝

田

保

(
父
喜
右
エ
門
死
去
に
よ
る
香
志
)

五、

0
0
0円
横

枕

沢

田

哲

夫

(
母
た
み
死
去
に
よ
る
香
志
)

三、

0
0
0円
新
塩
屋
町
石
崎
米
吉

ハ
長
男
賢
志
死
去
に
よ
る
香
志
)

一、

五

O
O円
陪

名

(
一
グ
ル
ー
プ
〉

一、

0
0
0円
村
木
三
賀
寅
次
郎

(
母
チ
ヨ
死
去
に
よ
る
香
志
)

三
、
.
一
九
五
円
市
立
東
部
中
学
校

六

三

一

円

小

川
寺

深

井

秀

三

O
O円
本

江

宮

川
秀
雄

二

O
O円
大

光

寺

武

市

正

吉

一
O
O円

住
吉

中
山
正
旺

(
拾
得
交
付
金
、
拾
得
物
届
出
報
労

金
)

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

年
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
が

自
ら
伸
び
る
た
め
に
好
ま
し
い
方
法
や

見
方
、
考
え
方
な
ど
を
学
習
す
る
た
め

少
し
で
も
役
に
泣
つ
も
の
と
、
大
人
の

方
々
が
青
少
年
の
活
動
や
進
路
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
写
真

や
実
物
を
中
心
と
し
て
展
示
し
ま
す
。

幼
児
か
ら
児
童
期
の
指
針
と
し
て
、

楽
し
く
遊
べ
る
玩
具
、
用
具
の
展
示
、

最
近
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
野
外
活
動

の
コ
ー
ス
の
紹
介
、

.お
互
い
の
守
る
べ

き
ル

l

w
の
紹
介
な
ど
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

z 

" 
"，* '!.，.J 

で
す
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

面

接

日

割

問
月幻

日

松

倉
、
西
布
施
各
連
絡
所

μ
日

片

員

、

下

中

島

各

公

民

舘

お
日
加
積
、
下
野
ぃ方

一
部各
公
民
舘

mm
日

天

神

、

上

中

島

各

公
民
舘

幻

日

経

由

、

上

野

方

各

連

絡

所

初
日

魚
津
一

・
四

区

市

役

所

・

下

野

方

一

部

。

道

下

一

部

農

協

引

日

魚

津

ニ

・
三

区

市

役

所

道

下

一

部

。

面
接
時
聞
は
午
前

9
時
か
ら
午
後
ヨ

時
ま
で
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
第

3
期
分

納
期

.m舟
訂
日


